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○抽出案件については、不正を疑わせる内容もなく、概ね妥当であると考える。

随意契約

委員からの意見・質問、
それらに対する回答等

平成26年11月21日

公共工事契約管理係

池田　辰夫

平成２６年度　第２回　奈良県入札監視委員会議事概要

平成２６年１０月２２日 （水）
開催日及び場所

県庁議会棟第１委員会室

県土マネジメント部公共工事契約課

０７４２－２７－７４２５

福井　英之

委員

委員会による意見具申
又は勧告の内容

抽出案件

一般競争入札

○今後とも入札制度の不断の改革に努めることとし、更なる競争性・透明性・公平
性を確保し、県内優良建設業者の育成や不良不適格業者の排除を促進するとと
もに、価格と品質で総合的に優れた調達が確保されるよう、引き続き検討・見直し
を進めていただきたい。

○今後とも県民の信頼に耐えうる入札制度の更なる改善に努めていただきたい。

指名競争入札

意見・質問 回答

（備考）

○審議対象期間中の総契約件数、入札参加停止措置

状況、入札契約制度の適正化に係る取組状況並びに

談合情報の対応について説明

次　頁　参　照
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○１者入札であるが、入札に参加できた業者数は
どれくらいか。

●２６者。

案件２（平成２５年度復旧治山事業３）

案件１（文化会館空調自動制御設備改修工事）

○空調自動制御設備の更新を行い、空調機本体
は既設のものを使用するとあるが、前回受注した
業者と違う業者に発注しても設備上問題はないの
か。

案件３（宇陀警察庁舎改修工事）

○１者失格となっているが、その理由は。また、そ
の理由を業者に伝えているか。

●入札書に記載された入札金額と見積根拠資料に記
載された金額とが異なっていたため失格とした。失格
理由は業者に伝えている。

○入札者が少ない上に辞退した業者もいるが、そ
の理由をどう分析しているか。

質　　問 回　　答

○どのくらいの頻度で使用する予定か。

●空調自動制御設備は、従来より既設空調機本体と
は異なる業者の製品であり、空調機本体の接続仕様
を示すことで、他社の空調自動制御設備でも接続可能
であるため、問題は生じない。

●同時期に同種工事の発注があり、先に契約できた
案件に技術者を配置した結果、技術者が不足したため
だと思われる。

○当該案件は地域要件を設定しているが、今後災
害が発生し、地元業者が被災した場合、厳しい地
域要件を課すと地元業者だけでは対応できなくなる
と思うが、どう考えているか。

●公共事業が減少し、特に山間部の業者数が減少し
ている状況を踏まえ、地域を支える建設業者の存続を
支援するとともに、地元経済への寄与と地域雇用の促
進を図るため、平成２３年度に地域要件を設定した。
●急傾斜地崩壊対策事業や治山事業では、緊急時に
対して、即応性や機動性があり、現場の地理や周辺住
民の生活状況等に精通した業者が必要であるため、こ
れらの事業の入札参加者を市町村域で限定することと
した。

○２期に分けて発注しているが、その理由は。 ●当該案件は人力施工が大半を占めており、また野
迫川村は冬期には積雪により工事を施工することがで
きないため。

○防音工事の必要性について詳しく教えてほしい。 ●庁舎の外部及び内部に楽器の音が漏れないように
するため。
●また、室内で音が反響すると、楽器の音がわかりづ
らくなるため、反響防止の工事も兼ねている。

●年間を通して、３分の１以上の日数は使用する予
定。

○１者入札であるが、その理由をどう分析している
か。

●工事内容を精査する前に、「防音工事」という名称か
ら高度な技術が必要になると判断し、入札しなかった
のではないかと思われる。
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○２者辞退しているが、その理由を業者に確認した
か。

●していない。

案件４（高野天川線　橋梁災害復旧事業・道路災害関連事業・臨時単独道路改良事業工事）

○山の斜面の一部に種子散布をしているが、その
効果は。

●斜面全体にボーリング等地質調査をした上で、法面
に対してどのような対策が必要か検証した結果、山麓
付近は法枠工と鉄筋挿入工、山頂付近は法枠工とア
ンカー工を施工することにより、崩れた斜面全体の安
定を図っている。
●当該箇所は斜面が緩いので、法面を保護するため
に種子散布を行った。

○５者辞退しているが、その理由をどう分析してい
るか。

●案件４と同様、入札参加申込をした後、再度検討し
た結果辞退したためだと思われる。

案件６（第二浄化センター管廊施設等耐震（可とう継手）工事）

○技術提案書の補正の機会はあるか。 ●認めていない。

案件７（奈良県立大学（仮称）地域交流棟新築工事（建築工事））

○３工区に分けて発注とあるが、今後の発注計画
は。

●第３工区については、橋梁上部工の発注を予定して
いる。

○１者欠格となっているが、その理由は。 ●施工計画の内容が未記載であったため。

案件５（一般国道１６８号　地域連携推進事業（国道改築））

○技術提案書の不備により１者欠格となっている
が、どのような場合に欠格になるのか。

●違う工事の技術提案書を提出したり、工事番号の記
載に誤りがあった場合等は欠格となる。

○１１者辞退しているが、その理由をどう分析して
いるか。

●当該案件に限ったことではないが、電子入札の場
合、参加申込をしていないと入札に参加できないた
め、とりあえず参加申込をし、技術提案書提出時に再
度検討した結果、辞退したためだと思われる。
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